
 

 

1995 年 1 月 17 日、神戸をマグニチュード 7.3 の都市直下型地震が襲った。阪神・淡路大震災

と名付けられた大災害に見まわれたのである。しかし、神戸はその50年前の1945年、マリアナ基

地からの B29 部隊による激烈な爆撃を受け、一面の焼け野原となった。1945 年の戦災と 1995

年の震災、いずれも、神戸市民にとっては、神戸の街を壊滅させた歴史に残る大事件であった。 

 

震災復興の過程で、年配の市民は戦災と重ね合わせながら、「あの災害からも立ち直ったのだか

ら」と想いをいだいたという。戦災とはどのようなものだったのか。神戸の市民にとって、一体どの

ような体験だったのか。戦後 60 年余を経て、戦災体験を持つ世代はだんだん少なくなってきてい

る。現在平穏に暮らす街には、その悲劇の記憶の面影はない。そこで、あの大空襲を考える手がかり

を提供するのがこのホームページ作成の目的である。 

 

これまで市民は、受けた惨禍について、体験者の視点から戦災を語り継いできた。しかし、空襲を

した側の資料は、市民は簡単にみることができない。そこで、大空襲の全体を明らかにする意味か

ら、これに加え、今回アメリカ軍資料に基づき、神戸への爆撃の有様を把握できるようにした。いつ、

どこから、何機の攻撃機が、どのような爆弾を、どれ位の量、投下したのか。当時、被害をうけた神戸

市民が、知り得なかった情報である。航跡図の記録からは、マリアナ基地（サイパン、グアム、テニアン

島の基地の総称）から、日本本土までまっすぐに伸びたルートの途中に、硫黄島があり、その硫黄島

の攻防の時期によって、ルートを変更した様子がうかがえる。空海救助図に記されたルート途中の

海軍艦艇や救援機の哨戒図は、出撃の度に、陸海両軍が協同して、爆撃機の遭難への備えをおこな

っていることを示している。爆撃の結果は、想定された爆撃目標地域の被災面積であらわされてい

る。 

 

このホームページを、神戸の街の歴史や戦争体験についての教材作成等に役立てていただけれ

ば幸いである。 

 

作製 神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター特別研究員 佐々木 和子 

 

監修 新修神戸市史編集委員長                         鈴木 正幸 

 

  



 

 概要 

1941 年(昭和１6)12 月 8 日の日本軍の真珠湾攻撃(太平洋戦争開戦)から、4 ヶ月後、1942 年(昭

和１７)４月１８日、神戸市上空に、空母ホーネットを発進したアメリカ軍の爆撃機ノースアメリカン B25（ミ

ッチェル）１機が来襲し、市内数カ所に焼夷弾を投下した。この日、ジミー・ドゥリットル中佐率いるB-25爆

撃機 16 機は、神戸市の他、東京市、川崎市、横須賀市、名古屋市、四日市市を爆撃した。日本本土初空襲

であった（ドゥリットル空襲）。 

1944 年（昭和 19）11 月 1 日、マリアナ基地（サイパン・グアム・テニアン島）からの B29 がはじめて日

本本土上空に飛来した。阪神間の空にB29がはじめて出現したのは、同年 12月 15日のことである。午

前 9 時ごろ、阪神地区や大阪の上空に、偵察を目的とした 1 機が進入した。そして神戸市内への最初の投

弾は、翌 45年 1月3日である。 

 マリアナ基地のB29部隊による日本本土爆撃は、1945年3月中旬の東京、名古屋、大阪、神戸とい

った4大都市への焼夷弾攻撃を境に2つの段階に分けるとことができる。 

 

第 1段階（1944年 11月下旬～1945年 3月上旬） 

 第１段階では、日本本土への主要な爆撃 20 回のうち、16 回は航空機工場、特に航空機エンジン工場へ

の通常爆弾による精密爆撃（precision bombing、軍事目標をピンポイントで攻撃）であった。阪神間で

は、川崎航空機明石工場がその目標となった。また、「戦術的実験」として、東京・名古屋・神戸都市工業地

域に対し、焼夷弾による地域爆撃（area bombing、市街地域を面として攻撃）がおこなわれた。 

2 月 4日の神戸市街地への攻撃は、この「戦術的実験」の地域爆撃に位置づけられる。 

 

第 2段階（1945年 3月中旬～8月 15日） 

第 2 段階は、精密目標への高高度昼間編隊爆撃法だけでなく、都市工業地域に対する低高度夜間焼夷

弾攻撃および中高度昼間攻撃法も併用することになった。3 月中旬から 6 月 15 日までの、5 大都市（東

京、名古屋、横浜、神戸、大阪）への大量焼夷弾による地域爆撃、続いて 6月 17 日以降中小都市がその対

象となった。 

 神戸は、3 月 17 日、6 月 5 日の 2 回攻撃をうけ、都市工業地域の目標リストからはずされることにな

る。続いて 6 月 17 日以降は、各地の中小都市が焼夷弾攻撃の対象となった。現在の神戸市東灘区は、当

時武庫郡御影町、魚崎町、住吉村、本山村、本庄村であった。アメリカ軍は、尼崎から神戸にはさまれた地

域を、「西宮―御影市街地」として 1 つの都市地域ととらえ、8 月 6 日に、中小都市の一つとして、地域爆

撃の対象とした。 

地域爆撃と並行して、精密目標への高高度昼間編隊爆撃がおこなわれた。兵庫県内には、川崎航空機

（現川崎重工業）、川西航空機（現新明和工業）といった航空機メーカーが存在した。これらの各工場が精密

爆撃の対象となったのである。川西航空機深江製作所は、本庄村(現神戸市東灘区)にあり、5 月 11 日に

通常爆弾による攻撃をうけた。 

神戸沖には、5 月 3 日から機雷投下がはじまった。さらに 7 月 24 日には、神戸市にある川崎車両、三

菱重工業、神戸製鋼所、国有鉄道工場（鷹取工場、Imperial Government Railway Shops）に模擬原

爆が投下された。原爆投下のための訓練として、爆薬が装てんされたプルトニウム型原爆（長崎型原爆）と

同重量、同型のパンプキン爆弾の目標となったのである。 



 

 神戸大空襲とは 

日本側の資料（神戸市史第三集に掲載）によると、神戸市上空にアメリカ軍機があらわれたのは 84 回で

ある。 そのうち、神戸大空襲とは、マリアナ基地のＢ２９部隊が、神戸（市街地あるいは軍事目標）を第１目標

として攻撃した以下の空襲をいう。 なお、その他神戸沖への機雷封鎖や模擬原爆の投下もおこなわれた。 

 

1945年(昭和20） 

・2月 4日(日) (目標：神戸市街地） 

 東京市街地（1944 年 11 月 29 日）・名古屋市街地（1 月 3 日）に続く 3 回目の市街地を第１目標とした

焼夷弾による攻撃。3月以降本格化する市街地への焼夷弾攻撃の実験的性格をもつ。 

 

・3月 17日(土) (目標：神戸市街地） 

 3 月 10 日の東京大空襲を皮切りに本格化したカーチス・E・ルメイ司令官による大都市に対する低空から

の焼夷弾爆撃の第4回目の攻撃。 

 

・5月 11日(金) (目標：川西航空機深江製作所） 

 川西航空機甲南製作所（武庫郡本庄村、現神戸市東灘区）に対する精密爆撃作戦として実施。 

 

・6月 5日(火) (目標：神戸市街地） 

 大都市市街地への焼夷弾攻撃の一環。爆撃後の航空写真による損害判定により、神戸を以後の焼夷弾攻

撃の目標リストから除いた。 

 

・8月 6日(月) (目標：西宮・芦屋・御影市街地） 

 御影町・魚崎町・住吉村・本山村・本庄村（現神戸市東灘区）から、芦屋市を経て西宮市・鳴尾村（現西宮市）

にいたる地域、いわゆる阪神地域を一つの市街地目標として爆撃。中小都市市街地への焼夷弾攻撃の一つ

に位置づけられる。 

 

月日 機種 
爆撃機

数(機) 

攻撃 

時刻 
弾種等 

投下爆弾 

トン数 

攻撃高度 

(メートル) 
第一目標 作戦の位置づけ 

2月 4日

(日) 
B29 69 

13:50

～ 

14:24 

焼夷弾 

破砕弾 
172.8 

7470～ 

8230 
神戸市街地 

試行的大都市市街地への焼夷弾

攻撃 

3月 17日 

(土) 
B29 306 

2:29

～ 

4:52 

焼夷弾 

破砕弾 
2328.1 

1520～ 

2900 
神戸市街地 大都市市街地への焼夷弾攻撃 

5月 11日

(金) 
B29 92 

9:53

～ 

10:03 

爆弾 459.5 
4790～ 

6100 

川西航空機

深江製作所 

主要工業目標に対する昼間通常

爆弾攻撃 

6月 5日

(火) 
B29 474 

7:22

～ 

8:47 

焼夷弾 

破砕弾 
3079.1 

4160～ 

5730 
神戸市街地 大都市市街地への焼夷弾攻撃 

8月 6日

(月)* 
B29 250* 

0:25

～* 

焼夷弾 

破砕弾 

2003.9

4 

3840～* 

48804 

西宮ー御影

市街地* 
中小都市市街地への焼夷弾攻撃 



2:01 爆弾 

(注)* 西宮・芦屋・御影町（現・神戸市東灘区）の 3か所が第一目標（西宮ー御影市街地）の照準点(平均弾着点）。 

爆撃機数、攻撃時刻、投下爆弾トン数、攻撃高度はいずれも 3か所を攻撃したもの。 

出典：「作戦任務報告（Tactical Mission Report）」、「作戦要約（Mission Resume）, 作戦概要（Mission 

Summary）」等から作成 

 

 

 神戸空襲で使われた爆弾・焼夷弾 

 神戸空襲では、焼夷弾、破砕弾、爆弾が投下された。1、焼夷弾は爆弾の一種。攻撃対象を焼き払うために使

用。2、破砕弾は、爆弾の一種。爆発によって多量の鉄片が飛散し、人員を殺傷、機材を破壊。3、爆弾は容器に

爆薬を装填して信管を取り付けた兵器であり、爆風、破片、火災による被害が目的。軍事目標に投下。 

 

１．焼夷弾・集束焼夷弾 

M47A2 100ポンド焼夷弾 [70 ポンド 31.8kg]  

 ナパーム焼夷弾。搭載にはT19集束器で6発ずつ束ねて懸架。 

 

M76 500ポンド焼夷弾 [480ポンド 217.9kg]  

 大型ナパーム・マグネシウム焼夷弾 

 

E28 500ポンド集束焼夷弾 [350ポンド 158.9kg]  

E36 500ポンド集束焼夷弾 [360ポンド 163.4kg]  

E46 500ポンド集束焼夷弾 [425ポンド 193.0kg]  

E48 500ポンド集束焼夷弾 [515ポンド 233.8kg]  

 六角形の6ポンド（2.7kg）焼夷弾（M69）を 38発内蔵したクラスター（親子）焼夷弾。 

 ゼリー状のナパーム剤を内蔵。(E28、E36、E46) 

 E48は、8.7ポンド(3.9kg)のナパーム黄燐焼夷弾（M74）を 38発内蔵。 

 

M17 500ポンド集束焼夷弾 [465ポンド 211.1kg]  

 六角形の4ポンド（1.8kg）焼夷弾（M50）を 110発内蔵したクラスター（親子）焼夷弾 

 テルミット・マグネシウム剤を内蔵。日本の木造家屋に対しては、貫徹力は強すぎるもの。 

 

２．破砕弾 

T4E４ 500ポンド破砕集束弾 [425ポンド 193kg]  

 20 ポンド（9kg）破片弾（M41）を 20発集束した人馬殺傷用破片弾。 

 弾体の周囲を螺旋状の環が巻いており、炸裂時に細片となって飛散し、人馬を殺傷した。 

 

３．通常爆弾 

M64 500ポンド通常爆弾 [535ポンド 243kg]  

 日本流にいえば、250キロ爆弾。爆薬が充填された破壊用爆弾。 

 

＊500ポンドは公称重量。[ ]内は完成品平均重量。ｋｇ換算値も併記。 

 

 



 神戸市文書館で閲覧可能な原文資料 

作戦任務報告（Tactical Mission Report） 

第 26号(2月4日)、43号(3月 17日)、172号(5月 11日)、188号(6月5日)、314号(8月6日) 

 

作戦要約（Mission Resume,Mission Summary） 

第 26号(2月4日)、43号(3月 17日)、172号(5月 11日)、188号(6月5日)、314号(8月6日) 

 

 財団法人大阪国際平和センターが所蔵するアメリカ軍資料のマイクロフィルムを利用した。 

 

 主な参考文献 

・新修神戸市史編集室「神戸空襲に関するアメリカ軍資料・戦術作戦任務報告」 

 『神戸の歴史』第 13号、1985年 

・地域研究史料館「【史料紹介】兵庫県下の空襲に関する米軍戦術任務報告（三）－二月四日 

 神戸、五月一一日 本庄、六月九日 鳴尾・明石－」『地域史研究』第 19巻第 1号 1989年 

・地域研究史料館「【史料紹介】兵庫県下の空襲に関する米軍戦術任務報告（六）－ 

 七月二四日 宝塚、八月五日 西宮－御影－」『地域史研究』第21巻第 1号 1991年 

・神戸市「神戸市史 第三集 社会文化編 第八章戦災 第四節空襲記録」1965年 

 

・小山仁示編『太平洋戦争下の防空資料』大阪市史編纂所 1981年 

・ディヴィット・Ａ・アンダートン、大出健訳『戦略爆撃機Ｂ-29』講談社 1983年 

・カール・バーガー、中野五郎、加登川幸太郎訳『Ｂ-29』サンケイ出版 1985年 

・奥住喜重『中小都市空襲』三省堂  1988年 

・小山仁示『日本空襲の全容』東方出版 1995年 

・奥住喜重『Ｂ-29 64都市を焼く』揺籃社 2006年 

 

・John Pimlott,B-29 Super Fortress,Bision Books,1980 

 

  



 

 神戸市史第三集（空襲状況一覧表）より 

 

神戸市史第三集より 空襲状況一覧１ 

 

 



神戸市史第三集より 空襲状況一覧２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市史第三集より 空襲状況一覧３ 

 

 



神戸市史第三集より 空襲状況一覧４ 

 

神戸市史第三集より 空襲状況一覧５ 

 

 



神戸市史第三集より 空襲状況一覧６ 

 

 神戸市史第三集（罹災状況図）より 

神戸市史第三集より 罹災状況図 

 

  



 

 マリアナ基地のＢ２９部隊である、第 21 爆撃機軍団(第 20 航空軍）は、作戦遂行中に、包括的で正確な記

録を作成すること、さらにこの記録すなわち推進中の作戦に役立つ情報を広く知らせることを目的に、戦史

将校（Historical Officer）をおき、記録を作成した。 

 

 この記録の作成は、軍団配下の各部隊の指揮官にも義務づけられ、上部の戦史将校を通じて軍団司令官

に報告された。 

 

 主な報告書としては、「作戦日報（Operational Summary）」、「作戦要約（Mission Resume）、1945

年 7月 16日から作戦概要（Mission Summary）」、作戦任務報告（Tactical Mission Report）など

がある。 

 

マリアナ基地の構成(1945年 6月末現在) 

 

マリアナ基地の構成(1945年 7月末現在) 

 

 Ｂ２９（ボーイングスーパーフォートレス、「空の"超"要塞」） 

 

全   長 ： 30.17m 

全   幅 ： 43.05m 

全備重量 ： 54,480kg 

出   力 ： 2200hpx4 

最大速度 ： 576km/h 

航続距離 ： 5230km 

(マリアナ基地から日本本土のほとんどと 

朝鮮半島の一部への往復が可能となった) 

実用上昇限度：1万 1000ｍ 

(日本の高射砲の圏外の航行が可能) 

武   装 ： 
20mm機銃 x１ 

12.7mm機銃 x10 

爆   弾 ： 9000kg 

乗   員 ： 11 名 
 

 

 



 作戦日報（Operational Summary） 

 

「作戦日報」（Operational Summary）は、日付ごとに、爆撃作戦だけでなく、気象偵察攻撃 、写真偵

察、空海救助などの任務まで含めて記されており、当時のB29部隊の全作戦を概観できる資料 

 

 「作戦日報」第 1号は、1945年 1月6日付から毎日作成。 

 作成者は、当初第21爆撃軍団司令部A-3部作戦担当の主任参謀、第64号（3月 10日付）からA-2

部（情報）の主任参謀に変更 

 

 ＊第 127号（5月 12日付）から「作戦情報日報」（Operational Intelligence Summary）と名称を変更 

作戦日報（Operational Summary） 

 

 

 



 作戦要約（Mission Summary） 

 

作戦要約（Mission Summary） 

  

「作戦要約」（Mission Summary）は、作戦任務

（Mission）ごとに、概略が 1枚に要約されたもの。 

 

 日付、コード名、第１目標、参加部隊、出撃機数、第１

目標爆撃機数、第１目標上空時間、攻撃高度、目標上

空の天候、損失機数、さいごに作戦任務の概要として

爆撃成果、日本側の対空砲火、日本機の迎撃、平均爆

弾搭載量、平均燃料残量などが記されている。 

 

＊1945年6月 1日（作戦任務第187号）から書式

変更。 

＊「作戦要約」（Mission Summary）は、作戦任務第

270号（1945年 7月 15・16日）まで。 

作戦任務第 271 号（1945 年 7 月 16・17 日）から

「作戦概要」（Mission Resume）となる。 

 

 

 

 作戦任務報告（Tactical Mission Report） 

 「作戦任務報告」は、日本爆撃ごとに番号を付して、第20航空軍司令部等のアメリカ軍司令部に提出して

いたもの。 

 戦術説明、作戦、天気、通信、諜報、総合統計概要などが記されており、B29 の日本本土に対する戦略爆

撃に関する重要な基礎資料。 

 

2 月 4日爆撃の作戦任務報告書表紙 

 

5 月 11日爆撃の作戦任務報告書表紙 

 

8 月 6日爆撃の作戦任務報告書表紙 

 

  



 

 2月4日 作戦概要 作戦要約（Mission Summary）から 

Mission Summary(作戦任務第26号) 

作戦任務第26号 

１，日付 1945 年 2月 4日 

３，目標 神戸地域（90.25）＊－神戸市街地 

 

＊90．25 は、大阪地域を示すアメリカ軍

の付した地域番号である。アメリカ軍は、

南樺太から九州南部まで、対馬・伊豆諸島

を含めて、日本の府県区分に関係なく、地

域分類をおこなった。各地域には地域番号

を、さらに地域内にある各施設に目標番

号をつけた。 

５，出撃爆撃機数    110 機 

６，第１目標爆撃機数の割合 

    63％（第１目標 69機） 

７，第 1 目標上空時間 

    2 月 4日 14 時 57分～15時 56分 

８，攻撃高度 24,500～27,000 フィート 

        （約 7470～8230m） 

10 ，損失機数 2機 

11 ，作戦任務の概要 

 目標地域の265万 1000平方フィート（約24

万 6300㎡）を破壊、または損害を与えた。 
 

 

  



 2月4日 神戸の意味 アメリカ軍からみた神戸 作戦任務報告第26号から 

 

作戦任務報告 第 26号 

（Tractical Mission Report） 

a.目標の選定理由 

司令官に報告された２月３日付の天気予報によれ

ば、神戸上空は雲量３～４の晴れ天候は良好と予

想されたので、神戸を2月4日に攻撃することが

決定。 
 

 

b.目標の重要性 

神戸は、日本で六番目の大都市、人口約１００万

人、日本の主要港である。 

造船所群は、船舶建造と船舶用エンジン製造能力

の面で日本最大の集中地域。 

神戸で、本州の西端からの山陽本線と大阪・東京

への東海道本線とが連結している。 

鉄鋼、鉄道車両、機械、ゴム、兵器などの基幹産業

施設は、神戸の輸送活動と密接に関連して立地し

ている。 

神戸を通過する国道は、市中の密集区域を通過し

ている。 

攻撃目標として選定された地域は、1 平方マイル

あたりの人口密度が平均 10 万人以上、高度に密

集した市の中心部である。 
 

 

  



 2月4日 爆弾投下 神戸に投下された爆弾 作戦任務報告第26号から 

 

 

作戦任務報告 第 26号 

（Tractical Mission Report） 

(a)搭載爆弾の決定 

 

(１) 神戸市街地域の建物は燃えやすいので、焼夷

攻撃が最も効果的と考えられた。 

 E28 500 ポンド集束焼夷弾は、最も入手しやす

い焼夷弾として選定。 

 T4E４ 500 ポンド破砕集束弾は、消火活動を妨

害することで焼夷攻撃の効果を高めるための対人

兵器として使用。 

 

(2) 焼夷弾の信管は、最も有効な焼夷パターンの

得られる5000フィート（約1520ｍ）で散開するよ

うに信管をセット。 

 集束破砕弾は同じ理由により爆撃機の 1000 フィ

ート（約 305ｍ）下方で散開するよう信管をセット。 

 

(3) 投下間隔管制装置は、個々の焼夷弾がそれぞ

れの目標地域で適度に広がるよう 500 フィート（約

152ｍ）に設定。 
 

 

 2月4日 航跡図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第26号から 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図１ 

 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図２ 

 

 



 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図６ 

 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図４ 

 

 

作戦任務報告 第 26号より 航跡図５ 

 

 

 

  



 2月4日 空海救助計画図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第26号から 

 

作戦任務報告 第 26号より 空海救助計画図 

 

 

アメリカ軍は、マリアナ基地から日本本土

までの海域に、B29 の事故にそなえ、陸・

海軍が合同して、作戦毎に救助艇、救助機

を配した大規模救助作戦を展開した。 

 

 

  



 2月4日 損害評定 作戦任務報告第26号から 

鐘ｹ淵実業 （目標 785）  施設の 49％（約

820,000平方フィート）破壊。 

 

三菱重工業神戸造船所（目標 169）施設の 2％

（約 68,000平方フィート）破壊。 

 

川崎車輌（目標 11 ）小建造物 4 棟（屋根面積約

22,000 平方フィート）破壊。 

 

その他の地域の損害 

小工場、住宅、商業地区（鐘ｹ淵実業、三菱重工業

神戸造船所、川崎車輌を中心とする地域）の損害

面積は、約 1741000 平方フィート（約 16 万

2000m2）。 
 

 

作戦任務報告 第 26号より 損害評定 

 

  



 

 3月 17日 作戦概要 作戦要約（Mission Summary）から 

 

Mission Summary(作戦任務第43号) 

作戦任務第43号 

１，日付：1945年 3月 16日 

３，目標：神戸市街地 

５，出撃爆撃機数：331 機 

６，第１目標爆撃機数の割合：93％（第１目標 307機）(注＊) 

７，第 1目標上空時間：3月 17日2時29分～4時52分 

８，攻撃高度：5,000～9,500 フィート 

        （約 1520 ～2900ｍ） 

10 ，損失機数：3機 

11 ，作戦任務の概要： 

 85,458,000平方フィート（約 793万 9308ｍ2）を破

壊した。23 機は出撃したが、成果なし、未確認の原因で 3

機損失。 

(注＊作戦任務報告では、３０６機が爆撃） 

 

 3月 17日 神戸の意味 アメリカ軍からみた神戸 作戦任務報告第43号から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作戦任務報告 第 43号 

（Tractical Mission Report） 

 

a.作戦開始日の選定 

一連の低空焼夷弾攻撃は、一日置きの夜間に計画されてき

ており、作戦時の天気予報も良好であったので、3 月 16 日

に攻撃するとの最終決定がなされた。 

b.目標の重要性 

神戸は、人口 100 万人を有する日本で六番目の大都市。日

本の最大の港であり輸送の拠点である。 

神戸の造船所は、日本国内最大の造船と船舶用エンジンの

集積地帯である。 

下関からの幹線鉄道である山陽本線と大阪や東京へ向かう

幹線鉄道である東海道本線との結合点が神戸にある。 

神戸を通過する唯一の良好な道路である国道が神戸の人口

密集した業務地区を通過している。 

これらの重要な輸送施設により、神戸では鉄鋼、鉄道車両、

機械、ゴム、兵器といった基幹産業の工場が密接に結合して

いる。 



 

 3月 17日 爆弾投下 神戸に投下された爆弾 作戦任務報告第43号から 

 

作戦任務報告 第 43号 

（Tractical Mission Report） 

先導機 6 機は、大規模火災をおこさせるため、

M76焼夷弾を搭載した。 

 

主力部隊は、M69焼夷弾を内蔵した500ポンド

集束弾（E28集束弾、E36集束弾、E46集束弾）

をできるだけ多く搭載した。これらは、目標上空

2000 フィート（約 610m）で作動するよう起爆

装置がセットされた。 

M47A2 焼夷弾の取り付け集束器が不足したた

め、その替わりに 4 ポンドマグネシウム弾を内蔵

したM17A1 集束焼夷弾を搭載した。 

 

2 種類の焼夷弾の搭載によって、消防活動は異な

る方法を採らなければならなくなる。 M69 焼夷

弾は、水を掛ければ鎮火するが、マグネシウム弾

は水をかければ急速に燃焼する。 

 

三番機は、T4E4 破砕集束弾を搭載した。これ

は、できるだけ消火活動を混乱させるためのもの

であった。 
 

 

 

  



 3月 17日 航跡図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第43号から 

 

作戦任務報告 第 43号より 航跡図２ 

作戦任務報告 第 43号より 航跡図１ 

 

 3月 17日 空海救助計画図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第43号から 

 

作戦任務報告 第 43号より 空海救助計画図 

 
 

 

作戦の途中で墜落するＢ２９搭乗員を救助するた

め、海軍の全面協力を受け、大がかりな救難態勢を

組織。 

 

● 潜水艦 

○ 水上艦艇 

▲ 海軍ダンボ（海軍飛行艇 PBY,PB4Y） 

△ スーパー・ダンボ（捜索救難用Ｂ２９） 



3月 17日 損害評定 作戦任務報告第43号から 

 

作戦任務報告 第 43号より 損害評定 

 

 平方マイル 

 （km2） 
％ 

神戸市の面積 14(36.26 ) ー 

同 壊滅面積 2.86（7.41) 20.5 

第一焼夷弾攻撃地区面積 3.88（10.05 ー 

同 壊滅面積 1.8（4.66) 46.4 

 

損害判定報告23号  神戸市に与えた損害 

 

以前の壊滅地域 

 1945年 2月 4日の集中攻撃 

 

今回の壊滅地域 

 1945年3月 16～17日の集中攻撃 

 

第一焼夷弾攻撃地区 

 

   



 

 5月 11日 作戦概要 作戦要約（Mission Summary）から 

 

Mission Summary(作戦任務第 172号) 

作戦任務第 172号 

１，日付：1945年 5月 11 日 

３，目標：神戸－川西航空機深江製作所 

   （90.25-1702) 

５，出撃爆撃機数：102 機 

６，第１目標爆撃機数の割合： 

    92％（第１目標 92機） 

７，第 1 目標上空時間： 

    5 月 11 日 10時 53分～10 時 3分 

８，攻撃高度：15,700～20,000 フィート 

        (約 4790～ 6100m) 

10，損失機数：1機 

11，作戦任務の概要： 

 着弾写真によると、爆弾が破裂した投弾散布痕が２か所、目

標の西10,000フィート（約3050ｍ）の市街地にみられた。

爆撃成果は僅少（poor）。 
 

 

 5月 11日 神戸の意味 アメリカ軍からみた神戸 作戦任務報告第 172号から 

 

作戦任務報告 第 172号 

（Tractical Mission Report） 

a.作戦開始日の選定 

爆撃に適しているとの天気予報に基づき、5 月

11 日に攻撃することが確定した。この攻撃は、ほ

ぼ同時に行われる九州の各飛行場への牽制攻撃

の役割を果たすと思われる。 
 

 

b.目標の重要性 

この目標は、川西航空機の最新式小型航空機の

工場のひとつである。この工場は近年川西航空機

の近隣工場である鳴尾製作所から四発エンジン

の飛行艇（Emily、二式飛行艇）の生産を引き継

ぎ、さらに新式の双発陸上機 （ Konan 63、極

光）を生産している。 
 



 5月 11日 爆弾投下 神戸に投下された爆弾 作戦任務報告第 172号から 

 

作戦任務報告 第 172号より抜粋 

 

 
（１）爆弾計画 

(a)搭載爆弾の決定 

1．この作戦任務での B29 には弾頭 0．01 秒遅

延、弾尾に無延期信管をつけた 500 ポンド通常

爆弾だけを搭載することを決定した。 
 

 

 

 5月 11日 航跡図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第 172号から 

 

 

 
作戦任務報告 第 172号より 航跡図１ 

 

 

  



 5月 11日 空海救助計画図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第 172号から 

 

作戦任務報告 第 172号より 空海救助計画図 

 

 

着水した機はなく、全機の消息が確認されている。 

 

● 潜水艦 

○ 水上艦艇 

▲ 海上救助機 

△ 超大型救助機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5月 11日 損害評定 作戦任務報告第 172号から 

 

作戦任務報告 第 172号より 損害評定 

第Ⅲ部．損害評価報告 

b.目標の約 39％を損壊（damage）ある

いは破壊（destroy） 。 

損壊には大規模な部品組み立て工場の

70％内部火災、小工場と事務所棟 9 棟の

破壊、小工場2棟の部分破壊を含む。 

大小二つの組み立て工場の屋根を損壊。 

 

 

c.付近のその他の損壊には、目標の北東に

隣接した神戸高等商船学校の約 70％破壊

を含む。また、目標南西の大規模な住宅地

一か所と小規模住宅地二か所及び小工場

地域約393万6000平方フィート（約36

万 5700ｍ2）が破壊。 

 

 

  



 

 6月5日 作戦概要 作戦要約（Mission Summary）から 

 

Mission Summary(作戦任務第 188号) 

 

作戦任務第 188号 

１，日付：1945年 6月5日 

３，目標：神戸市街地（90.25-11) 

５，出撃爆撃機数：530機 

６，第１目標爆撃機数の割合： 

    89.87％（第１目標473機） 

７，第 1目標上空時間： 

    6 月 5日7時22分～8時47分 

８，攻撃高度：13,650～18,800 フィート 

        （約 4160 ～5730ｍ) 

10 ，損失機数：11機 

11 ，作戦任務の概要： 

 市の約3.8平方マイル（約 9.8 kｍ2）と神戸の東方

0.5平方マイル（約 1.3 kｍ2）を破壊した。番号を付し

た工業目標9か所に損害を与えた。市の損害累計は8

平方マイル（約20.7 kｍ2）、市の建物部分の約51％。 
 

 

 

 6月5日 神戸の意味 アメリカ軍からみた神戸 作戦任務報告第 188号から 

 

作戦任務報告 第 188号 

（Tractical Mission Report） 

 

a.作戦開始日の選定 

 前回の神戸への焼夷弾攻撃（作戦任務第43

号）は、重要な工業目標を含む神戸の一定区域

に損害を与えることができなかった。他の都市

地域への攻撃での経験から、もう一度焼夷弾攻

撃を行えば、神戸を焼夷弾攻撃目標からはずせ

るであろうと考えられた。別の焼夷弾攻撃目標

への攻撃計画が立案されていたが、神戸の天

気予報が良好であったので、6月5日に集中

的打撃を与えることが決定された。 
 

 

 

 

b.目標の重要性 

 神戸は、日本の最も重要な輸送中枢であり、

重工業、造船業並びに船舶業者が多く存在して

いる。この作戦任務に割り当てられた目標地域

は、いくつかの大きな製鉄工場、ゴム工場、重

要な鉄道駅、商業地区の一部と建築物密集地

域を含んでいる。 
 



 6月5日 爆弾投下 神戸に投下された爆弾 作戦任務報告第 188号から 

 

作戦任務報告 第 188号より 

 

神戸に投下された爆弾 

 Ｍ47Ａ2焼夷弾は、瞬発弾頭による起爆装置を

セット。 

 Ｔ4Ｅ4破砕集束弾は、目標区域内にいる編隊の

全機より下で作動するのを確保するために、機下

3000 フィート（約 910ｍ）で作動するように起

爆装置をセット。 

 M69焼夷弾（E46 集束焼夷弾）は最適な貫通

力と弾着角度を確保するために、目標上空

5000 フィート（約 1520ｍ）で作動するように

起爆装置をセット 
 

 

 

 

 

 

この昼間の焼夷弾攻撃は、横浜への攻撃とほぼ同

じように計画。主な違いは、爆撃高度が、横浜攻

撃では 18000 フィート（約 5490ｍ）又はそれ

以上、神戸では 11000～15000 フィート（約

3350～4570ｍ）の範囲であったこと。 
 

 

 6月5日 航跡図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第 188号から 

 作戦任務報告 第 188号より 航跡図１ 

https://www.city.kobe.lg.jp/information/institution/institution/document/kushu/kushu30.html#bomb
https://www.city.kobe.lg.jp/information/institution/institution/document/kushu/kushu30.html#bomb
https://www.city.kobe.lg.jp/information/institution/institution/document/kushu/kushu30.html#bomb


 6月5日 空海救助計画図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第 188号から 

作戦任務報告 第 188号より 空海救助計画図 

 

 

 

海軍にはこの作戦任務の詳細が伝達され、潜水艦

４隻、大型救助機４機、洋上艦艇３隻と救助艇が空

海救助任務に割当てられた。 

 

爆撃機１機が、敵機に激突された後、日本の海岸

から2マイル（約 3220ｍ）離れた海上に不時着

した。11 名の乗組員のうち、5つのパラシュート

が開くのが見られた。このうち、4名の乗組員は

潜水艦によって救助された。 

 

● 潜水艦 

○ 水上艦艇 

▲ 海上救助機 

△ 超大型救助機 

 6月5日 損害評定 作戦任務報告第 188号から 

第Ⅲ部．損害判定報告 

1.要約 

a 1945年6月5日、第21爆撃機軍団作戦任務 188号の結果生じた神戸の損害は、合計4.35平

方マイル（約 11.3 km2）すなわち市街地の約28％に達した。 

 

b.工場に与えた損害には、破損ないし壊滅した番号のついている目標 17 ヵ所が含まれる。 

 

c.現在、神戸に与えた損害合計は、8.75平方マイル（約 22.7 km2）すなわち市街地の約56%であ

る。以前に神戸市に与えた損害が再測定され、神戸市の復元したモザイク地図に再記入された。 

 



 

作戦任務報告 第 188号より 損害評定 

 

作戦任務報告 第 188号より 損害評定 

 

２．損害統計概要 

a 今度の攻撃による損害の概要 

 平方マイル(kｍ2) ％ 

市街地面積 15.7（約 40.7) ー 

同 壊滅面積 4.35（約 11.3） 28 

第一焼夷弾攻撃

地区面積 
3.65(約 9.5) ー 

同 壊滅面積 1.14（約 3.0） 31 

第二焼夷弾攻撃

地区面積 
4.7(約 12.2) ー 

同 壊滅面積 1.3（約 3.4） 28 

目標地域

（90.25-3628） 
1.5(約 3.9) ー 

同 壊滅面積 0.57（約 1.5） 38 

目標地域

（90.25-3629） 
1.4（約 3.6） ー 

同 壊滅面積 0.5（約 1.3） 36 

 

 



 

作戦任務報告 第 188号より 損害評定 

 

目標 

番号 
目標名称 

以前の 

損害 
現在までの損害合計 

4 
湊川火力発電

所 
ー 30％破壊 

5 神戸製鋼 

小建物

5棟破

壊 

小さい建物五棟破壊。点

在する家屋破損。 

6 神戸製鋼 

小建物

数棟 

破壊 

50％破壊 

7 川崎重工 ー 分散した小規模破損 

11 川崎車両 
小規模

な損壊 
分散した小規模破損 

14 日本ダンロップ ー 100％破壊 

17 
ライジングサン

石油 

10%

破壊 
10％破壊 10％破損 

22 
神戸港第一地

区 

10%

破壊 

20％破壊。分散した小規

模破損 

538 
鉄道省鷹取工

場 
ー 35％ 破壊 

1719 
日本エアーブレ

ーキ 
ー 60％ 破壊 

1745 川西機械 
10%

破壊 
40％ 破壊 

1747 沖電気 
100%

破壊 
100％破壊 

1762 川崎重工業 ー 
10％破壊。分散した小規

模破損 

1768 神戸製鋼所 

小建物

4棟破

壊 

小建物4棟破壊。分散し

た小規模破損 

1755 川崎重工業 ー 15％破壊 

2142 神戸ガス ー 小規模破損 

XXI 

5028 
神戸ガス ー 

80％破壊。20％小規模

破損 

XXI 

5039 
神戸ガス 

25％

破壊 
80％破壊 

 

 

  



 

8月6日 作戦概要 作戦要約（Mission Summary）から 

 

Mission Summary(作戦任務第314号) 

 

作戦任務第314号 

１，日付：1945年 8月 5・6日 

３，目標：西宮－御影市街地（90.25) 

５，出撃爆撃機数：261 機 

６，第１目標爆撃機数の割合： 

    95.78％（第１目標 250機） 

７，第 1 目標上空時間： 

    8 月 6日 0時 25分～2時 1分 

８，攻撃高度：12,600～16,000 フィート 

        （約 3840～4880ｍ） 

10 ，損失機数：1 機 

11 ，作戦任務の概要： 

 写真偵察によると、市街地の 32％を破壊、44 機が目

視、196機がレーダーによる。8機出撃したが成果なし。損

失機は、3 つのエンジン停止後、不時着水した。搭乗員 12

人救助。 
 

 

 

 8月6日 神戸の意味 アメリカ軍からみた神戸 作戦任務報告第314号から 

 

作戦任務報告 第 314号より抜粋 

 

 a.目標の選定 

(1)検討された目標 

従来の攻撃で充分爆撃されなかった 180の中小工業都市

攻撃目標の残りから目標を検討。 

 

(2)選定された目標と選定理由 

佐賀・前橋・西宮－御影・今治市街地域は、第 20 航空軍の

夜間焼夷弾攻撃計画の一環として選定。 
 

 

 

 
作戦任務報告 第 314号より抜粋 

 

 

 b.目標の重要性 

(3)この都市地域は、大阪湾北岸に位置し、神戸の東側の

郊外地域を形成。大阪と神戸の大企業に部品を供給する下

請中小工場地帯として重要。 
 

 

  



 8月6日 爆弾投下 神戸に投下された爆弾 作戦任務報告第314号から 

 

作戦任務報告 第 314号より 

 

【爆弾の選択】 

 第73航空団の4大隊は、E46またはE48集束焼夷弾

が十分に得られるならば、搭載能力一杯まで搭載。焼夷弾

が十分に得られない場合は、代わりに M17 集束焼夷弾を

搭載。 

第 314 航空団の 4 大隊は、E46 集束焼夷弾とともに、1

機あたり１個の T4E4 集束破砕弾を搭載し、集束破砕弾は

最後に投下。 

集束焼夷弾は目標の 5,000 フィート（約 1520ｍ ）上空

で散開するよう信管をセット。また T4E4 結束破砕弾は、

爆撃機の 3,000 フィート（約 910ｍ）下方で散開するよう

信管をセット。いずれも投下間隔管制装置は35フィートに

設定。 

 

【爆弾の選択理由】 

 M17 集束焼夷弾は、E46 集束弾の良好な代替兵器と考

えられた。第 314 航空団の爆撃機が搭載する T4E4 破砕

集束弾は、目標地域全域の消火活動を妨害するのに十分

であると考えられた。 
 

 

 

【爆弾の搭載】 

予定爆弾搭載量は次のとおり（一機あたり）。 

  

任務番号 航空団 目標 
搭載可能量 

（ポンド） 

予定平均搭載量 

（ポンド） 

314 73W 西宮‐御影 
18000 

（8170kg） 

17,000 

（7720 kg） 

 314W 〃 
17,000 

（7720 kg） 

17,000 

（7720 kg） 

 

  



 8月6日 航跡図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第314号から 
 

作戦任務番号第 314 号 

日時 1945年 8月 5・6日 

第 21爆撃機軍団 

 記号 

  指令のコース 

× 第 314航空団(314W) 

 

作戦任務報告 第 314号より 航跡図 

 

 第 314航空団 

 作戦任務報告 第 314号 

 １番機 最終機 

離陸 05日 17時36分 06日 03時 41分 

硫黄島 05日 21時 12分 06日 07時 16分 

陸地初認 06日00時02分 06日 01時 19分 

目標上空 06日00時25分 06日 01時 36分 

脱去 06日01時02分 06日 02時 14分 

着陸 06日07時45分 06日 13時 49分 

 

航跡図より抜粋 

 

  



 8月6日 空海救助計画図 マリアナ基地から神戸へ 作戦任務報告第314号から 

 

作戦任務報告 第 314号より 空海救助計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作戦任務報告 第 314号より 左図の部分拡大 

 

 

アメリカ軍は、マリアナ基地から日本本土までの海域に、

B29の事故にそなえ、陸・海軍が合同して、作戦毎に救助艇、

救助機を配した。 

 

 

● 潜水艦 

○ 水上艦艇 

▲ 海上救助機 

△ 超大型救助機 

 

 

 8月6日 損害評定 作戦任務報告第314号から 

第Ⅳ部．損害評価報告 

１．損害の概要 

建造物地域 合計 9.46 平方マイル（約 24.5 km2） 

 焼失 2.8 平方マイル（約 7.3 km2）   焼失 29.6％ 

計画目標地域 4.5 平方マイル（約 11.7km2） 

           焼失率 62.3％ 

現在までの損害合計 3.5 平方マイル（約 9km2） 

建造物地域に対する割合 37％ 

 



 

作戦任務報告 第 314号より 損害評定 

 

 平方マイル 

(ｋｍ2） 

焼失 

平方マイル 

(ｋｍ2） 
％ 

今回の攻撃による 

損害区域 

建造物地域（市街地） 8.96（23.2） 2.8(7.3) 31.2 

建造物地域（工業地域） 0.5(1.3) - - 

建造物地域（全体） 9.46(24.5) 2.8(7.3) 29.6 

現在までの全攻撃 

による損害区域 

建造物地域（市街地） 8.96(23.2) 3.22(8.3) 36 

建造物地域（工業地域） 0.5(1.5) 0.28(0.7) 56 

建造物地域（全体） 9.46(24.6) 3.5(9.1) 37 

 

 

 

 

 

 

 


